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　2001年明けましておめでとうございます。

　愈々21世紀の幕開けの年。ハング・パラ

グライディングフライヤーをはじめ、教員、

スクール、業界、関係する皆様に、より良き

年となりますよう、心からお祈り申し上げ

ます。

　さて、JHFは5年前に社団化を達成して

以来、組織の改革と充実を進めてまいりま

したが、2000年よりフライヤー会員登録を

本格的に実施、会費による組織運営がなさ

れるようになりました。事務局も文京区春

日に移転、自前の本拠を構えることができ、

予算も1 億円を超える規模となりました。

この規模は日本の航空スポーツ団体では最

大で、組織が一丸となって取り組んできた、

社団化と組織改革の成果と評価されます。

　20世紀中に整えた組織の形を生かし、21

世紀は内容を充実させる「振興」の時代にし

なければなりません。宇宙時代にふさわし

い身近な三次元のスポーツとして、ハング・

パラグライディングをメジャーで国民的ス

ポーツとして振興することが私たちの願い

です。

　統計では技能証申請者数は今も下降傾向

ですが、フライヤー会員登録有効者数は

やっと下げ止まりました。明るい兆しの一

つととらえ、新しい仲間の輪が広がり振興

のきっかけとなることを願っています。健

全な普及・振興は、省庁・自治体はじめスクー

ル・業界との総合的協力関係により生まれ

るものと思います

が、その礎となる

のはフライヤーの

日頃の「安全で楽

しいハング・パラ

グライディング活

動」であることは

言うまでもありま

せん。

　私たちの活動を

見て「私も空を飛んでみたい！」という

方々が現れるような素晴しい世界を共に築

いていきましょう。

　今年も宜しくお願い申し上げます。

地球を被う空気の層。�
このなかに、私たちが�
愛おしむ世界がある。�
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飛行への渇望につき動かされた人間たちが、広大な空を航り始めた。
「航空の時代」20世紀、パイオニアの100年を振り返る。

航空界の事始め

　20世紀は航空の時代であった。とはいっ

ても、人間は1901年になったとたん空を飛

びはじめた訳じゃないので、19世紀以前に

も少しばかり触れておく必要があろう。

　まずは、18世紀から……。

　1783年のこと、フランスのモンゴルフィ

エ兄弟の作った熱気球が、ダルランド侯爵

とビラトル・ド・ロジエの二人を乗せて空に

昇った。人類が人工物により宙に浮いた最

初の記録である。

　当時は空気がどの高さまで存在するかさ

え定かでなかったから、国王ルイ16世など

は、危険だから監獄にいる重罪人を乗せろ

との意見だったらしい。それを押さえて志

願した二人は度胸があった。ただし、モンゴ

ルフィエが心配性な医学者の助言を受け入

れ、羊と鶏と家鴨を使って実験し安全を確

かめた上でのことだから、単なる向こう見

ずではない。

　それから一世紀あまり過ぎた1891年に、

ドイツのオットー・リリエンタールがハン

ググライダーでの飛行に成功した。熱空気

や水素ガスの浮力に頼らない、いわゆる重

航空機を使っての初飛行である。

　リリエンタールは機体に改良を加えなが

ら2,000回を超す滑空実験を行ったが、5年後

の1896年に墜落死した。斜面上昇風を捉え

前編

航空の時代への序曲�

リリエンタールのグライダー

モンゴルフィエの熱気球 ライト・フライヤーⅠの初飛行

ようとして安定を崩したのだという。臨終

の言葉は「進歩には犠牲がともなう」。

　こんな状況で19世紀は終わりを告げた。

いや、厳密にいうと1800年代すでにロシア

のアレクサンドル・モジャイスキーだの、フ

ランスのクレマン・アデールなどが、飛行機

を試作し飛行実験を行ってはいる。だが、い

ずれもゲテモノで、まともに飛びはしな

かったのだから、詳しいことは省略しても

よかろう。大勢に影響はない。（実をいうと、

ゲテモノのほうが面白い話は多いのだが、

キリがなくなってしまうので）

　ひとつだけ付け加えると、かつてフラン

スと旧ソ連は、それぞれアデールとモジャ

イスキーを飛行機の発明者であると主張し

ていたが、世界からは完全に無視されてい

た。バッタにも劣る飛行だったんだから当

然だろう。

航空ジャーナリスト　矢ヶ崎 弘志

100年を振り返る
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飛行機はアメリカ生まれの�
フランス育ち�

　1903年12月、ライト兄弟の飛行機フライ

ヤーＩが初飛行に成功した。動力付き航空

機が誕生したのだ。長年カイトやグライ

ダーで基礎データを集め、試行錯誤をかさ

ねた末の成果であった。兄弟は学術的な素

養を持たなかったが、かえってそれが幸い

し、既成の常識にとらわれずに研究を進め

られたのだといえよう。

　だいたい、当時の信仰心があつい人々か

らみれば、機械に乗って空を飛ぶなど神を

怖れぬ行為であった。そういう人たちに“も

し人間が空を飛ぶのをお許しになるのな

ら、なぜ神はアダムの背中に翼をお与えに

ならなかったのか？”などとせまられたら、

反論にはてこずったことだろう。しかし、そ

んなことで怯むような人間が、空飛ぶ機械

の研究などに熱中するはずはなかった。

　話がそれた。ライト兄弟の最大の功績は、

人類最初の有人動力飛行を実現させたこと

よりも、空中での旋回にはバンクが必要だ

と気付いた点にある。当時ヨーロッパ――

特にフランス――でも飛行の研究は進んで

おり、解明できずにいたのは旋回の問題ぐ

らいなものだったといってよい。その証拠

に、1908年ライト兄弟がヨーロッパに渡り、

初めて公開飛行してみせたら、すぐに何種

類もの機体が飛行に成功したのである。

　なんといってもヨーロッパの技術水準は

高く、ヒントさえつかんでしまえば後は早

戦乱の中で実用化�

　数々の冒険飛行が華やかになったころ、

第一次世界大戦が勃発した。一応は実用の

域に達していた飛行機は、さっそく軍隊で

使われるようになる。戦場での経験が設計

に反映されて機体の実用度は一段と増し、

また空中戦で鍛えられたパイロットによっ

て、より高度な操縦技術が編出された。戦争

が終わった時、飛行機はハード、ソフトの両

面で大きく成長していたのである。

　さらには、意外な副産物まであった。平和

が戻り不要になった軍用機が、ただ同然の

値段で払い下げられ市場にでまわったの

だ。旅客機だって、これを買って改造した機

体がはじまりだし、軍隊で操縦を習い復員

しても空の魅力が忘れられないパイロット

達も、手に入れてメシのたねにした。ドサ回

り曲芸飛行ショーを開業したのである。

　大戦直後の1919年、イギリス人オルコッ

クとブラウンが行った初の大西洋横断無着

陸飛行（ニューファウンドランド→アイル

ランド間）もまた、その好例であろう。この

二人はイギリス空軍の将校だったし、使用

機は爆撃機を改造したものであった。初の

大西洋横断無着陸飛行の名誉はオルコック

とブラウンのもの。リンドバーグのもので

はない。

　これは戦勝国がわの話であるが、負けた

ドイツでも思わぬ現象が起きた。グライ

ダーの出現である。ドイツは講和条約で航

空活動を厳しく制限されてしまったが、動

力が無ければ制限に触れないことに気付い

た航空人達がグライダーで空を飛びはじめ

たのである。こうして新しい航空スポーツ

が生まれた。封じ込めたつもりがもたらし

た、皮肉な――ただし航空界にとっては幸

運な――結果である。

　そして迎えた1920年代には、空の大航海

時代が始まるのだが、以後については別稿

ということにしたい。

かった。またたく間にライト兄弟機をしの

ぐ機体が続出し、1年後の1909年にはフラン

スのルイ・ブレリオが特注品のブレリオXI

で英仏海峡横断に成功するなど航空史に残

る飛行が行われて、主役の座はアメリカか

らヨーロッパに移ってしまう。

　それからの航空界はフランスの天下で

あった。アメリカが第一線に再登場するの

は1920年代になってからのことである。ラ

イト兄弟はどうなってしまったかという

と、これが何とも冴えない。特許をめぐって

ライバルとの訴訟合戦に忙しかったせい

か、新機種もいくつかは制作してはいるが

時代遅れのものばかりであった。フライ

ヤー・シリーズの開発で燃え尽きてしまっ

たのだという説もある。

　一方、航空先進圏となったヨーロッパは活

気があふれていた。各地で相次ぐ飛行大会の

開催と、そのたびに更新された記録がヨー

ロッパ航空界の黄金時代を物語っている。

　飛行機はアメリカで誕生したが、育て上

げたのはフランスをはじめとするヨーロッ

パであった。

英仏海峡を越えたブレリオXⅠ

世界最初の航空イベント、ランス飛行大会のポスター（1909年）
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　青い空にポッカリ浮かぶ白い積雲をみつ

けると、フライヤーなら誰しもいろいろと

想像をめぐらすに違いない。

　我々ハング・パラフライヤーにとって積

雲はサーマルのサインであり、サーマルに

乗って雲底につくことは、それの高低にか

かわらず大きな喜びである。雲は当然下か

ら見上げるより大きく、東京ドームほども

あるような雲が、少しずつ形を変えながら

大空に浮いている様は感動的で、それに向

かって上がってゆく自分が大自然の中の非

常にちっぽけな存在に感じられ、さながら

ドンキホーテのような気分になるのは私だ

けだろうか？

■ハング・パラは雲底高度まで
　前置きが長くなりましたが、我々フライ

ヤーに許されている到達高度は雲底までで

す。雲の無いブルーサーマルの日にはどこ

まで上がってもかまいませんが、雲のある

ときは雲底までです。

　これはハング、パラグライダーはV.F.R.

（有視界飛行）しか許されていないからで

す。もちろん雲の中はまったく視界が利き

ません。どうしても飛んでいると、１mでも

高く上がりたいと思うのがフライヤーの

性ですから、ここで雲中飛行の可能性がで

てきます。

　雲底まで上がったことのある人にはわか

ると思いますが、下から見ていると平らな

雲底でも、実際に行ってみるとぼやーっと

していて、はっきりここが雲底であるとい

うのがわかりません。

　経験あるパイロットなら周りが霞んでく

るのをいち早く認識して離脱できますが、

どうしても経験の浅いパイロットは気付く

のが遅れ、下が完全に見えなくなってから

慌てるということになります。

■雲中の危険
　ここで雲中飛行はなぜ危険かというと、

まず上下左右真っ白になってしまうと水平

感覚がおかしくなって、ピッチロールコン

トロールが上手くできなくなり、正常な飛

行姿勢を保てなくなるからです。パラグラ

イダーでは大潰れをおこしたりもします。

次に、周りがまったく見えないので、同時に

数機雲に入ってしまうと、空中衝突の可能

性が非常に高くなります。もちろん慌てて

スパイラル、Bストール等で垂直降下する

と、その雲の下にいる人にぶつかることも

考えられます。

　そして、飛行経路ですが、これも視界が利

かないわけですから、真っ直ぐ飛ぶことは

不可能です。もちろん雲も流れているので

運良く雲から出られても数キロも流され、

慣れたエリアでも「ここはどこ？」となって

しまいます。

　積乱雲に入ってしまうと、上昇気流は雲

頂まで続いているので、最悪１万ｍ上空ま

で連れて行かれ酸欠、疲労凍死となります。

　その他雲中飛行の危険性はまだまだあり

ますが、大切なことは雲に入らないという

ことなのです。

　ふだんエリアで飛んでいる人たちを見て

いると、初心者が間違って雲に入ってしま

うことより、経験あるパイロットがわざと

入って行くことが多いのに気付きます。こ

れは蛮勇以外の何ものでもありません。確

かに、GPSを使えば視界の利かない所を飛ん

でも目的地に向かうことは可能ですが、そ

こで必要以上のリスクを負って飛ぶことは

ナンセンスです。前述したとおり一人雲の

中に入ると周りの人にも迷惑をかけるとい

うことを忘れないでください。「あの雲は

入っても良い、あの雲は危ない」と言う人も

いますが、入ってよい雲はありません。

　下から見ていると、本人が気付くより前

に雲中に入って見えることがありますか

ら、上級者なら「自分は下が見えていた」と

言い張らず、余裕を持って雲から離脱しま

しょう。

■雲底高度を憶える
　ここで雲に入らない為のテクニックです

が、かなり経験を積んだパイロットでも、自

分の位置から雲底までの高度をピタリと当

てることはできません。自信が無ければ最

初は200m位手前の所でいったん離脱し、そ

の高度を高度計で読んで憶えておきます。

次は50ｍ上げて離脱、といった具合に繰り

返して段々雲底に近付きます。雲底に近付

くにつれ上昇率が上がることが多いので、

降下手段に自信の無い人は無理して雲底ま

で行かないようにします。雲底でサーマル

から離脱しても、吸い込まれる可能性があ

ります。当然、大きな雲の真ん中で雲底につ

くよりは、雲の縁にいた方が離脱はしやす

いでしょう。

上下左右真っ白になり水平感覚が狂う…
雲中では正常な飛行姿勢を保てない。

雲中飛行�
安易な考えが事故につながる�
フライヤーを誘うように青空に浮かぶ雲。�

雲底について旋回しているうちに、いつの間にか真っ白な世界に。�

上下左右の感覚が狂い、飛んでも飛んでも脱出できず、焦りがつのる……�

あなたは雲中飛行を「たいしたことではない」と考えていないか。�

「GPSやコンパスがあれば問題ない」と思い込んでいないか。�

2人のベテランインストラクターとともに雲中飛行を考えよう。�

スカイパーク宇都宮　チーフインストラクター　早野  伸一

安 全 講 座 �
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　雲へと続いている良好なサーマルの中で

は、乾燥した草原にいるような匂いがする

ことがあります。それは、最高に良い気分に

させてくれますが、雲の中のあの湿った空

気も僕は嫌いではありません。

　僕が初めて世界選手権に参加したのは、

オーストリアのコッセンでの大会でした。

練習日のある日、僕は良好な雲底につきま

した。それ程大きな雲ではなかったので、そ

のまま上昇を続けました。雲中で高度を稼

いで一気に山脈を越してしまおうと考えた

のです。雲中でコンパスを頼りにグライド

を始めました。しばらくは周りも明るく、雲

底付近にいるのは判っていました。

　数分間、ガスの中でグライドを続けてい

たのですが、大きさから考えても、もう雲の

反対側へ出ても良い筈なのに……出られな

い！　それどころか、だんだんガスが濃く

なってきたようで、「やってもうた～」とい

う気分になった時でした。前方が明るく

なってきたかと思うと、光の点のような太

陽が見えてきたのです。一気にガスが晴れ、

雲からボンと飛び出したような感じになり

ました。視界には岩肌の山々と、ハイジでも

出てきそうなアルプスの草原が広がってい

ました。

　あの時の成績は全然憶えていませんが、

あの感動は今でも忘れません。

　しかし我々ハングやパラも「雲中飛行」は

いけないことになっています。確かに過去

に何例も誤って雲に入った機体が事故に

遭っています。雲の中は確かに危険なので

す。でも最初から「危険だから近付かない」

と決めてしまうには、あまりにも身近な存

在なのではないでしょうか。むしろ興味を

持って見ることで、いったい何が危険なの

か、わかってくるように思われます。

　こんな言い方は教員失格なのかもしれま

せんが、僕はいつも「雲があったら入りた

い」と考えて飛んできました。そうしていく

ことで中途半端な判断が最も危険なんだと

いうことを体験してきたつもりです。

　我々のような海外での競技経験のあるパ

イロットはサーマルの恐さを知っていま

す。荒れているという意味ではなく、うかつ

に雲底に近付いたら逃げられないというこ

とを経験から知っているのです。サーマル

だけではなくて、強い斜面風の上には低い

　このようにして一度雲底高度（自分の上

昇限界高度）を憶えておけば、基本的に周り

の雲も雲底高度は同じですから、高度計を

見て無駄なく余裕を持って雲から離れるこ

とができるはずです。

　ただし長時間フライトしていると、気温

の変化とともに雲底高度も変化してくるの

で注意してください。

　最後に、雲の吸い上げに捕まってしまっ

たら、安全な方向（基本的には風上）に向

かって翼端を潰し、アクセルを踏みましょ

う。これだと大きな沈下と前進速度を得る

ことができ、吸い上げから逃れやすいと言

われてます。周りに他機がなければスパイ

ラル等もありますが、これだと吸い上げの

領域から出られないのであまり良い方法と

は言えません。

　雲は上手く利用すれば、飛べる範囲を大

きく広げられる可能性を持っていますが、

雲の形、大きさ、危険度などは千差万別で

危険だから近付かないのではなく、
身近な存在の雲がなぜ危険なのかを知る。 トノエアーハンググライダースクール校長　外村  仁克

危険な雲底があることもよくあります。雲

に吸い込まれ、脱出不可能というようなこ

とに遭遇しないためには、身近な存在に対

して「恐いから近付かない」ではなく「興味

があるから知ってみる」の方が正しいので

はないでしょうか。

　少なくとも気が付いたら雲の中というこ

とにはならないと思いますが…。

　最後に、雲中飛行に限らず上昇風に対す

る考え方として、「出られないものには入ら

ない」ということをあげておきます。それは

パイロットの技術によってかなり違ってく

ると思いますが、自分の機体の最高速度（フ

ルロック）を安定して出せる技術が伴わな

ければ、まだまだ先の話だと思って良いで

しょう。

す。不用意に雲に近付かないように、よく観

察して、そして正しい降下手段が確実にで

青空にポッカリ浮かぶ白い雲。のどかな風景ではあるが……。

　11月25日、宮城県で、パワードパラグラ

イダーのデモフライト中に、フライヤー

が体だけ川に落下するという事故が起き

た。落下したところは水深約30cm、フライ

ヤーは全身打撲で即死されたそうだ。テ

イクオフ前にはJHF・FLM教員2名が装備

に異常が無いことを確認しているとのこ

と。初回のライズアップに失敗したので、

2回目の時に移動を楽にするためにハー

ネスのレッグベルトをはずし、そのまま

きるよう練習を重ね、徐々に雲底に近付い

ていきましょう。

離陸したのでは、と推測される。

　パラグライダーでハーネスのレッグベ

ルトを締め忘れる。ハンググライダーで

カラビナにスイングラインをかけ忘れ

る。そんな「うっかりミス」で何人が命を落

してきたことか。テイクオフ前に第三者

にハーネスやカラビナの点検を頼むのは

もちろんだが「自分の命は自分で守る」と

いう意識を強く持ち、プレフライトチェッ

クを徹底しよう。

自分の命は自分で守る！！
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やっほい日本選手権

2000パラグライディング
日本選手権つくば
4月のパラグライディング日本選手権は不成立に終わり、10

月の予備日にもつれこんだ。強風で幕を開けた仕切り直し戦

をレポートする。

報告：JHF広報出版局　藤木美穂

　やりました～!!日本選手権成立でござい

ます！実に3 年ぶり。いやぁ、よかったよ

かった。当初、好条件を当てにしていた初日

が不成立に終わり、どうなるかとヒヤヒヤ

していたのですが、「晴れの特異日」の10日

と、選手の頑張りと、競技委員長の半谷さん

の念力と、岡将軍の魂で成立となりました。

私は、初めての大会、初めての取材で、一人

でドキドキしていたのですが、皆さん気さ

くな方ばかりで、楽しく取材をすることが

できました！　それでは、大会のレポート

です。

■大会初日(10月6日)
　朝からクリアな青空。こんな空で飛べた

ら気持ちいいんだろうなぁ、なーんて思っ

て空を見上げていたら、なんだか妙に涼し

い。…涼しいどころか、寒いぐらい。風が強

い気がしませんか？ねぇ。

　茨城県八郷町エアーパークCoo、この日

は、朝から北風さんがゴーゴーでした。飛び

たいなんて思えないぐらいです。しかーし。

大会は始まります。朝7時から機体検査で

す。何の検査かというと、出場するグライ

ダーがJHSCに登録してあるかをチェック

するのです。登録してなければ、その場で運

用限界のハンコやシールを貼って、公式審

判員の岡さんと日下部さんにチェックして

もらいます。

　9時。徐々に高層雲が広がってきて日射

が弱まってきた。「きわどいなー、日選。」と

いう岡さんの顔も渋い。う～ん。

　受付の後、Cooショップ前で開会式が行

われ、韓国から参加した7選手、そしてフラ

ンスのグレゴリー選手が紹介されました。

　風がいまいちなため、すぐにテイクオフ

地点（以下、テイクオフ）に上がる気配はまっ

たくなし。取材するなら、今がチャンス!!

グレゴリーさんはフランス出身の若手パイ

ロット。私は英語もフランス語もさっぱり

なため、なんと恐れ多くも、ポイントシステ

ムランキング1位の扇沢選手に通訳をお願

いしてインタビューすることができました。

　BLONDEAU GREGORYさん。27歳。パ

ラを始めて6年になるという彼は、実家の

チーズ店を手伝いながら、GIN GLIDERSの

 SHVのテストもやっているプロパイロッ

ト。パラを始めたきっかけは、10代の時に

スカイダイビングをやりたかったのに父親

にだめと言われ、20代からパラを始めたの

だそうです。色々な大会に参加して、2001年

からフランスのナショナルチームに入りま

す。アクロバットでも有名で、20分位の短い

時間でアドレナリンをいっぱい出しながら

飛ぶのが楽しいそうです。逆に、クロスカン

トリーのように長い時間をかけて飛ぶのも

大好きとのこと。日本には、1週間くらい滞

在していて、岩屋、獅子吼、新治こまちの各

エリアを飛んできたとのこと。「日本のエリ

アは地形がおもしろい。でも、ちょっと天気

が悪いね。」と言っていました。

　いよいよテイクオフへ上がり、ブリー

フィング。今日のタスクは［T.O→足尾山頂

→加波山→T.O→燕山→T.O→加波山→ハ

ンググライダーランディング場］で、タスク

距離は22.4kmでした。この北風が少しでも

東に振れば、リッジを取りながらタスクを

こなせるだろう、という半谷さんの判断の

もと決まったのですが…。

　なかなか風が良くならない。選手達はそ

れぞれテイクオフで暇つぶし。飛びについ

て語る人、それぞれのエリアについて語る

人、寝てしまう人、エロ話に花を咲かせる

人、などなど。

　結局、この日は全選手がテイクオフした

が、キャンセルとなってしまいました。

■大会2日目(10月7日)
　今日も朝から快晴!!　そして北風強い!!　

本当にどうして？と言いたくなるくらいコ

ンディションが良くない。しかーし！今日

は昨日とは違いました。12時過ぎから風向

きが良くなり、ゲートオープンです。今日の

タスクは［T.O→足尾山頂→加波山→T.O→

燕山→T.O→加波山→猿公園→ハンググラ

イダーランディング場］の31.8km。「今日成

立してくれないと…」と半谷さんがこっそ

りつぶやいていました。確かに天気予報で

は、明日から下り坂。日本選手権成立に必要

海外の選手たち。左から2人目がグレゴリーさん。5人目がオープン3位のキムさん。 パイロットブリーフィング。今日はどこまで……？
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な2本をクリアするためには、今日成立しな

いと厳しい。しかし、ふたを開けてみれば、

10人もの選手がゴールする結果に。もちろ

ん成立です！

　トップはダントツの速さで2位に14分も

の差をつけた辻選手。2位には只野選手。そ

して、女性では神山選手が総合で5位につけ

ていました。今日のコンディションは決し

て容易なものではありませんでした。シン

クが強く、タイミングを読むのが難しかっ

た、と辻選手が話してくれました。

■大会3日目(10月8日)
　天気予報では今日から明日にかけて下り

坂。実際、朝から高層雲が張ってきて、次第

に日射もなくなってきてしまいました。早

めにテイクオフに上がったけれど、すでに

日射は期待できません。そのせいもあって、

今日のタスクのスタートパイロンは、足尾

山頂より少し高度が低いNASAのハンググ

ライダーテイクオフポイントに設定される

ことに。［T.O→ハンググライダーT.O→加

波山→T.O→燕山→T.O→加波山→ハング

グライダーランディング場］の22.4km。

　10時にゲートを開けたのですが、思った

よりも日射がなくなるのが早く、キャンセ

ルとなってしまいました。少しのリフトに

数十機がガーグルを作っている絵は「すご

い」の一言でした。

■大会4日目(10月9日)
　朝から雨。キャンセル。

■大会5日目(10月10日)
　やってまいりました！晴れの特異日!!

　日選の成立なるか??　半谷さんもやや緊

張したような面持ち。そして空を見上げる

と…。雲が!!　どうしよう!

　雲が空を覆っている中、ブリーフィング

開始。今日のタスクは［T.O→ハンググライ

ダーランチャー台→加波山→T.O→加波山

→T.O→加波山→モーターパラグライダー

ランディング場］の22.8km。昼過ぎから雲

がとれるとの予報を信じて、テイクオフで

ウェイティング。

　結果、昼過ぎから晴れて一気にコンディ

ションがよくなり、69人中、47人もの人が

ゴールすることに！　トップはただ一人1

時間を切るタイムでゴールした川地選手。

総合成績では、辻選手が只野選手の追い上

げをかわし、日本選手権者となりました。

　ワールドカップ（PWC）グラナダ戦優勝

をはじめ調子のいい辻選手。表彰台から降

りてきて｢ありがとうございました｣という

日に焼けた顔は、｢満足し

ている｣とか｢ほっとして

いる｣とかいう安易な言葉

では言い表せない、勝者

の顔でした。女子では、水

沼選手が優勝を勝ち取り

ました。｢今日は朝から飛

びたくて飛びたくて。昼

過ぎからコンディション

が良くなって、飛べてす

ごく楽しかったです。お

まけに1位にもなれて、今

日は最高です！｣と満面の

笑みで語ってくれました。

水沼選手はすごく小柄で、

素敵な女性でした。

　閉会式が終わり、選手

達が帰っていく時はいつ

も寂しさでいっぱいです。

でも、これは束の間の別

れ。また来年、次は山形県

しらたかエリアの空で激

戦が繰り広げられることを期待していま

す！

　ともあれ、パラグライディング日本選手

権、成立おめでとー!!　

　選手の皆さん、役員の皆さん、どうもお疲

れ様でした。

■大会成績　
［総合］

1位　辻　　　強 長野県 1781点

2位　只野正一郎 兵庫県 1725点

3位　Kim Jim-Oh 韓　国 1679点

4位　高木　弘志 愛媛県 1634点

5位　Yeo Wang-Dong 韓　国 1625点

6位　水沼　典子 栃木県 1579点

［女子］

1位　水沼　典子 栃木県 1579点

2位　田中美由喜 東京都 1510点

3位　神山　和子 茨城県 1502点

実はエロ話に花を咲かせています。

喜びのトップ3。左から只野、辻、高木各選手。

入賞を果たした選手たち。左端が関口選手。（撮影：広川巧）

慎重にターゲットを狙う。（撮影：広川巧）

　10月21日・22日の2日間、富山県黒部市

の黒部川河川敷芝公園で、4回目のJHF補

助動力付パラグライディング日本選手権を

開催。土・日曜だけの競技だったが、コン

ディションに恵まれ23選手が熱戦を繰り広

げた。初日3本、2日目2本、計5本のフラ

イトが成立した。4本目が終わった時点の

首位は岩田幸雄。2位の関口伸夫と村田福

司に900点の差をつけ、勝利をつかむかに

思えたが、最後のデュレーションで逆転を

許すことに。みごとな粘りで5本目トップ

の関口が、元チャンピオンの村田をおさえ

て日本一の座を勝ち取った。

　関口は、20年以上前にハンググライダー

で飛び始め、その後、沖縄でパラグライ

ディングを楽しむうち、モーターパラに出

会った。3年ほど前から大会に参加してい

る。「日本選手権の前にけっこう練習する

機会があったんで勝てたかな。田中栄一に

弟子入りして一から練習した、その成果が

出た。ハングやってたんで、サーマルを見

つけるのは得意。最後のデュレーション競

技で、いいサーマルを拾って、村田さんが

降りたのを見届けてから、ニコニコしなが

らランディングしたんだ。降りてすぐに突

風が吹いて、危なかった！　2～3分遅かっ

たら降りられなかったよ。」 （敬称略）

■上位成績
1位　関口　伸夫　　東京都　　15800点

2位　村田　福司　　埼玉県　　15500点

3位　岩田　幸雄　　千葉県　　14900点

4位　瀬戸　和夫　　富山県　　14100点

5位　佐々木克夫　　宮城県　　13600点

6位　川端　隆明　　石川県　　13200点

7位　中根資農夫　　茨城県　　12900点

8位　佐藤　良雄　　宮城県　　12400点

2000年補助動力付パラグライデイング日本選手権
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■｢はれのくに岡山｣のスカイスポーツ
　｢はれのくに岡山｣。これは岡山県の観光

キャッチフレーズです。いつも天気がよく

て気持ちの良い岡山県へ是非おいでくださ

い、というものです。このキャッチフレーズ

のとおり、岡山県は全国でも晴れの日が多

い県のひとつで、スカイスポーツをこよな

く愛する私たちにとっても、一年を通じて

グッドなフライトコンディションが期待で

きるすばらしい県であるといえます。気候

は温暖で雨は少なく、冬もそれほど寒くは

なりません。ただ夏場は、瀬戸の花嫁の歌詞

にあるように｢瀬戸の夕凪｣といって、日没

近くに風がぴたっと止まってしまうとても

暑い時間帯があります。

　岡山県内のフライヤー人口は、パラ・ハン

グ合わせて400名程度です。またフライトエ

リアは全県に広く分散しており、地域的に

は次の3つに分類できます。

（1）瀬戸内沿岸のエリア

  瀬戸内海沿岸の海岸に近い山にテイクオ

フポイントを持つエリアです。高度差は100

～200ｍ程度でそれほど高くはありません

が、安定した海風のリッジソアリングが主

体となるため、のんびりしたフライトが楽

しめます。冬も雪がほとんど降らないため、

フライト確率はとても高くなっています。

（2）吉備高原のエリア

  瀬戸内沿岸の平野部からから少し内陸に

入ると、なだらかな山並みが続く吉備高原

があります。山の高さは400ｍ弱くらいで高

度差200～400ｍくらいのエリアが点在して

います。高度差はそれほどではありません

が、春や秋のサーマルシーズンにはびっく

りするくらいのビッグフライトが楽しめる

ことがあります。

（3）中国山地のエリア

　吉備高原からさらに北へ行くと、山陽と

山陰を隔てる中国山地がそびえています。

中国山地には1000ｍを超える山々が連な

り、本格的な山飛びやクロスカントリーフ

ライトが楽しめるエリアがあります。ただ

残念なことに、中国山地は積雪量も多く、冬

場はフライトできないことがあります。

■岡山県ハンググライディング連盟の活動
  岡山県ハンググライディング連盟（略称：

OHF　理事長：三宅利夫）は1993年に設立さ

れ、1999年度の県連登録者は154名、理事・監

事をあわせて8名の役員で運営を行ってい

ます。ここ数年フライヤー人口が伸び悩ん

でいることや、県内の活動エリアや所属ク

ラブの異なるフライヤー同士の交流が少な

いことなどを改善していくために、｢県内の

フライヤーの親睦と交流を深めること｣｢一

般の方々のスカイスポーツへの関心を少し

でも高めてフライヤーの人口を増やして行

くこと｣を活動の中心に据えて、県連登録者

の方々への情報提供の強化、フライヤーが

楽しめ役に立つイベントの実施、などを試

行してきました。ここ2年間では以下のよう

な活動を行っています。

・スカイスポーツ写真展

・県連主催パラグライダー大会

（北房高原スカイパーク）

・助教員講習検定会

・岡山県フライトフェスティバル

（大佐山フライトエリア）

・スカイスポーツ救急法講習会（予定）

・日本選手権予選会（予定）

　特に、2000年10月に実施した岡山県フラ

イトフェスティバルは、これまでの県連主

催の大会がどちらかといえば競技指向で

あったのに対して、県内で活動するフライ

ヤーの交流と親睦を目的として、お祭り感

覚で実施したイベントです。タスクは次の2

種目で、パイロットだけでなく練習生も参

加できるようにしました。

（1）スーパーコスプレフライト

　イカロスカップに対抗した仮装フライト

です。ウルトラマンやサンタクロース、魔女

や一反木綿などが空を飛びました。中には

何に仮装したのかわからないようなフライ

トもありましたが、フェスティバル参加者

による審査投票の結果、優勝はなんと空飛

ぶバスでした。

（2）花咲爆弾フライト

　ターゲットへの爆弾落としです。ただし

爆弾はコスモスの種。よきアウトドアピー

プルであるフライヤーとして、地球環境の

ために大佐山のランディング場をコスモス

の花でいっぱいにしようという壮大な試み

です。残念ながら全員フライトできず、競技

は不成立に終わりましたが、蒔かれた種は

来年の秋にきれいな花を咲かせてくれるこ

とと思います。

　今回のイベントは、県連役員だけでなく

県内のスクール・クラブの方々にもボラン

ティアとして協力していただき、実現する

ことができたものです。来年以降も県内各

エリアの持ち回りで実施していきたいと考

えています。

　このように、OHFではフライヤーが楽し

く安全に活動できるような企画やイベント

を今後も実施していく予定です。県外の皆

さんも是非｢はれのくに岡山｣のすばらしい

エリアに飛びにきてください。きっとビッ

グなフライトが楽しめるはずです。

■岡山県ハンググライディング連盟へのお

問い合わせは県連事務局まで

TEL.0867-98-3400（NCおおさ内）

記：飯田 修
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岡山県フライトフェスティバル参加者たち。

一年中グッドコンディション！�
岡山県ハンググライディング連盟�
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スーパーコスプレフライト優勝「空飛ぶバス」。



元旦�

成人の日�

振替休日�

■第12回丹沢スカイグランプリ（HG）�
1月5日～8日　　神奈川県秦野市横野地区

　丹沢スカイグランプリ実行委員会　代表

山本　剛　TEL.0465-48-9335�

E-mail:yamamoto@ppp.fastnet.ne.jp�

■富山気球国体成功記念バルーンレース�
1月20日～31日の間の1日　　富山県～関東

平野　　実行委員会代表　松田浩壮　

TEL.0766-44-7244�

■第20回上士幌ウインターバルーン　
　フェスティバル�
2月10日～12日　　北海道上士幌町　　上

士幌町役場　TEL.01564-2-2111�

■第25回おぢや風船一揆(熱気球)�
2月17日・18日　　新潟県小千谷市　　小

千谷市役所観光課　TEL.0258-83-3512�

■CIVL（国際ハンググライディング委員会）
　定例委員会�
2月22日～25日　　スイスFAI本部�

■2001年度ハンググライディング日本
　選手権�
3月18日～24日　　茨城県八郷町板敷山エ

リア　FAIカテゴリー2大会の予定　参加に

はFAIスポーティングライセンスが必要�
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カレンダー�場� 連�は開催地、　　は連絡先です。�

■茨城県ハング・パラグライディング連盟
　[21世紀最初の大会のお知らせ]
　あけましておめでとうございます。

　茨城県連では21世紀最初のハンググライ

ディング日本選手権を茨城県八郷町板敷山

エリアにて開催します。開催期間は2001年3

月18日（日）～3月24日（土）です。この大会は

FAIカテゴリー2の公認を予定しています

ので、参加予定の選手はスポーティングラ

イセンスの取得を忘れずに！

　県連事務局からのお願い：県連事務局と

JHFと両方から2通JHFレポートが送られ

てきている方は、県連事務局まで連絡して

ください。県連の経費を削減できますので

是非ご協力をお願いします。

FAX.0299-44-1346

E-mail haku@pop16.odn.ne.jp［記:大沢豊］

�

■東京都ハング・パラグライディング連盟
　［県連主催行事の報告］
◇10月28日・29日に茨城県Cooエリアで開

催予定だった都大会は、参加希望者が少な

いため中止となりました。その原因、今後の

対処は理事会で検討中です。

◇11月12日に世田谷区の多摩川遊園で実施

する予定だったPG体験会も、参加希望者が

極めて少なかった為、中止となりました。こ

れは、今まで一般告知に利用していた新聞

紙面レジャー欄が、他の記事との競合いで

使えなかったためと思われます。

［記：宮川一郎］

■兵庫県ハング・パラグライディング連盟
　［スカイフェスティバルの報告］
　10月21日・22日と兵庫県ハチ高原にて第

3回兵庫県スカイフェスティバルが開催さ

れ、登録クラブメンバー約250名が参加し、

助教員検定会に前夜祭、ターゲット大会と、

にぎやかな2日間を過ごすことができまし

た。今回、加藤さん、只野さん、川地さんらの

若手PWCメンバーの参加に加え、何よりも

絶好とは言えないまでも参加者全員が紅葉

の中無事にフライトでき、大成功だったと

言えると思います。この場をお借りして協

賛メーカー及び、ご協力いただいた皆さん

へ、ありがとうございましたと言いたいと

思います。 ［記：西谷　尚］

県連ニュース�県連ニュース�県連ニュース�
■宮崎県ハング・パラグライディング連盟
　［宮崎県の3大会の報告］
◇第6回第2高畑山ハンググライダー大会

開催日：2000年11月5日

開催場所：宮崎県串間市第2高畑山

1位　郡山　慎一　　鹿児島県国分市

2位　高瀬　　博　　宮崎県延岡市

3位　須田　晃功　　宮崎県延岡市

4位　清水　晴樹　　宮崎県串間市

5位　和田　昌弘　　宮崎県綾町

◇鏡山クロスカントリーカーニバル

（XC技能レベル対象）

開催日：2000年10月14日・15日

開催場所：宮崎県川南町上面木山エリア

1位　 鶴丸　敬明　　佐賀県久保田町

1位　 門田　　要　　愛媛県松山市

3位　 富高　敏雄　　宮崎県延岡市

　九州山飛びクラブ主催で九州初のパラに

よるクロカンを目的としたお祭り大会に、

九州全県と四国から腕に覚えがある強豪が

参加した。あいにく鏡山は風向が悪く、川南

のエリアに移動し渋いコンディションの

中、全員数回のフライトをこなし、盛んに記

録に挑戦していただきました。公民館での

パーティーは、スタッフの手作りの料理を

囲んで夜遅くまで楽しいひとときを過ごし

ました。2 日目は、初日より悪いコンディ

ションの為、クロカンを楽しむという目的

を大事にし、早めの解散を決め帰路のエリ

アでのフライトを楽しんでいただききまし

た。今回の手作り企画の実施にあたり、川南

の尾鈴クラブ・北九州の空豆クラブの方々

には、スタッフを無償でご協力いただき、事

故もなく終えることができました。紙上を

借りて感謝申し上げます。ありがとうござ

いました。

［記：九州山飛びクラブ　那須一男］

◇第15回都城市金御岳杯

　　　　　　南九州ハンググライダー大会

開催日：2000年11月19日

開催場所：宮崎県都城市金御岳

［アウト＆リターン］

1位　中野　忠志　　鹿児島県種子島

2位　楠田　幸稔　　熊本県

3位　須田　晃功　　宮崎県延岡市

［ターゲット］

1位　西本　浩美　　熊本県熊本市
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2位　横山　勢也　　鹿児島大学

3位　佐々木良佑　　第一工大学

［金御岳賞］

　野崎　健一　　大分県大分市

［記：金丸直美］

■鹿児島県ハング・パラグライディング連盟
　［スカイフェスタよしまつの報告］
　今年で7回目となるスカイフェスタ｢よし

まつ｣が10月28日・29日に鹿児島県吉松町

で行われました。初日は残念ながら、季節は

ずれの台風の影響で、大会・各種イベントは

中止となってしまいました。しかし、大会2

日目は雨も上がり、霧も晴れ、競技が開始さ

れました。タスクはよしまつ方式のゴール

レース（ゴールがメインランディング以外

に4ヶ所設けてあり、早く遠いランディング

にゴールした人が優位）。初めは、渋い条件

の中ほとんどの人がぶっ飛んでいました

が、昼前から晴れてきて、サーマルが出始め

ました。しかし、遠くまで行けるほど良い条

件ではなく、2番目に近いランディングに最

初に降ろした土橋選手が優勝を飾りまし

た。また、メイン会場では、パラグライダー

の体験や、熱気球の体験、乗馬の体験など、

各種の体験会が行われ、行列のできるとこ

ろもありました。フリーマーケットやコン

サートなどのイベントも行われ、1300人の

人出でにぎわいました。全国フライヤーの

皆様、来年は是非吉松にお越しください。

［記：黒木悦子］

たくさんの人で賑わったスカイフェスタ。

よしまつ方式ゴールレースの入賞者たち。
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●インタビュー

HG競技委員会  委員長  大澤  豊

　あけましておめでとうございます。いよ

いよ新世紀のシーズンが始まりました。今

年６月にはスペインで世界選手権も開催さ

れます。参加枠はクラス１が６名＋女子枠

２名、クラス２が４名です。選手の選考は、

クラス１については女子枠も合わせてポイ

ントランキング上位から選考します。クラ

ス２はまだポイントシステムが確立してい

ないので選考大会を開催してゆく予定で

す。どしどし参加して世界を目指してくだ

さい。

　2001年の新ルールをホームページに掲載

しておりますので、よく読んでご理解くだ

さい。また、新春第1弾、１月５日～８日開催

の第２回丹沢スカイグランプリの結果も

ホームページに掲載します。

　次の大会予定は、２月に開催が予定され

るHANGGLIDING関西選手権2001です。

ホームページで詳細をご覧ください。

　2001年度日本選手権開催地は茨城県八郷

町板敷山エリアに決定し、開催日程は2001

年３月18日（日）～３月24日（土）です。FAIカ

テゴリー２の公認を予定していますので、

参加予定の選手はFAIスポーティングライ

センスの取得を忘れずに！

　事務局にメールをくだされば競技委員会

インフォメーションをお送りします。

ＨＧ競技委員会事務局 FAX.0299-44-1346

E-mail:haku@tomato.saino.ne.jp

http://tomato.saino.ne.jp/̃haku/JHF-

HG.html

　10月21日・22日の2日間、富山県黒部扇状地

にて行われた補助動力付パラグライディン

グ日本選手権は、天気にも恵まれ無事タス

クをこなし成功することができました。黒

部市、入善町の皆様、大会を支えていただい

た関係者の皆様、富山県連盟、そしてスタッ

フの皆様に紙面を借りてあつくお礼申し上

げます。

　当委員会では独自に問題集を作り、学科

検定がいつでもどこでもスムーズに行える

ように考えてきましたが、さらに補助動力

付パラグライダーのメンバーの増強を考

え、地区ごとに委員を派遣してフライヤー

の育成に働きかけるよう準備中です。ご意

見を当委員会（JHF事務局）までいただけれ

ば大変嬉しく思います。

　当委員会にもようやく女性委員が登場し

ました。宇都宮在住の村上優子さんです。明

るく元気で、そして厳しい彼女の存在は、少

し年老いた委員会のメンバーに新鮮な息吹

と頑張りを与えてくれることでしょう。

補助動力委員会  委員長  山崎  勇光

　世界で行われているＰＷＣや世界選手権

大会というものをベースに考えると、2001

年はパラグライディング競技の大きな変動

の年となりそうです。日本のPG競技をより

よい方向へと考えれば考えるほど、考えが

まとまらず委員は頭を悩ませています。基

本は、主催者や参加選手の皆さんが、よけい

な手間をかけず、よりスムーズな運営で大

会を楽しんで欲しいということです。

　今の一番の悩みは、ルール改正に伴い、

2001年度は、まずルールそのものをしっか

り認識していただかなくてはなりません

が、2000年終了を迎える段階で皆さんへの

アナウンスが遅れていること。これは、大会

運営に大きな支障を与えることになりかね

ませんが、主催者・参加選手の皆さんのご理

解とご協力をお願いしたいと思います。

　また、大会の場面でもっと選手の意見も

聞ける態勢を作っていきたいと思います。

PG競技委員会  委員長  曽我部  真人

◇お願い

　制度委員会は前回もお知らせしたとお

り、現在2名で運営しています。本委員会の

任務は、JHFの制度という重要な問題につい

て、理事会から諮問を受け、それに対する委

員会意見、または案を答申することが主な

のですが、あまりに少なすぎる人員である

ため、委員会活動に支障をきたしています。

引き続き委員を募集していますので、本委

員会の重要性をご理解いただき、会員の皆

様から一肌脱ごうという方の応募をお待ち

制度委員会  委員長  小林  秀彰

　本委員会の最大事業である「教員研修検

定会」が、11月14日から18日まで茨城県新治

郡で開催され無事終了しました。

　全国から29名の方々が受検、新年から新

教員が誕生します。教員としてスタート台

教習検定委員会  委員長  小野寺久憲

　現在、いざという時の人工呼吸方法は、

「頭部後屈おとがい拳上法」での指導が主で

すが、頸椎を損傷した場合は、上記の方法で

は返って危険です。そこで、当委員会では

「下顎拳上法」の指導・普及を消防庁など関

係団体に働きかけています。

　機体の型式認定審査は、従来の審査方法

を変更しており、ホームページ等の書き換

え作業も順次行います。月末までに事務局

に申請された書類は、型式審査担当委員に

より審査され登録します。担当委員に加え

て、型式認定の専門委員として岡芳樹氏・

矢ヶ崎弘志氏に協力依頼をしました。

　事故報告書に関しても現在報告件数が少

ない（事故が少なければ良いことですが）状

況です。事故状況等を把握するために各都

道府県連に事故連絡係（仮称）をお願いしよ

うと考えています。その際は、各都道府県連

の協力をよろしくお願いします。

　事故調査に関しても、担当委員に加えて

事故調査専門委員として泉秀樹氏・幸路尚

文氏に協力依頼をしました。

　また、無事故パイロット表彰規程の制定

を現在検討中です。

に立つことを許された新教員の皆様を応援

してあげてください。

　JHFとしては初めての教員更新講習会も

教員研修検定会と同時に開催されました。

この講習会については、その必要性や実施

方法、義務付けの可否等、各所でさまざまな

論議がなされている最中ですが、全国から

30名の教員が参加。大変有意義であったと

の評価をいただくとともに、来年度以降も

開催せよとの激励をいただきました。

　また、JHF理事との意見交換会議が行われ

ました。理事と教員が直接話し合う会議は

今回が初めてであり、白熱した論議が交わ

されました。

◇ご意見、ご提案をお願いします

　来年度事業計画と予算の最終案を作成中

です。「教員研修検定会」や「教員更新講習会」

の実施の可否、開催実施方法などについて

ご意見、ご提案をお願いいたします。特に

「教員更新講習会」については各都道府県連

盟や教員の皆様の間で、いろいろな意見が

噴出しているようですが、具体的なご提案

が寄せられたのは、ごくわずかです。ぜひ多

数のご意見をお早めにお寄せください。（ご

意見はJHF事務局まで）

安全性委員会  委員長  西本  一弘

しています。応募方法はJHF事務局にお問い

合わせください。

◇委員会の動き

　わずか2名の委員会では、理事会からの諮

問事項であるJHF公認規程について継続審

議中です。12月中には答申案を理事会に提

出できるよう頑張っています。

JHSC型式登録機
　JHF安全性委員会（JHSC）において以下の
機体が審査を通り登録された。最新登録状
況は JHF ホームページの安全性委員会の
ページでご覧ください。
http://jhf.skysports.or.jp/

◆輸入パラグライダー
〈2000年 9月 25日の新規登録 -追加〉
◇PI-754　ウインドテック式サイレックスコ
ンペ27型

〈2000年 9月 29日の新規登録〉
◇PI-755 MAC式 TRANCE 24型
◇PI-756 MAC式 TRANCE 27型
◇PI-757 MAC式 TRANCE 30型
◇PI-758 MAC式 EDEN 22型
◇PI-759 MAC式 EDEN 24型
◇PI-760 MAC式 EDEN 27型
◇PI-761 MAC式 EDEN 29型
◇PI-762 MAC式 DIVA 24型
◇PI-763 MAC式 DIVA 27型
◇PI-764 MAC式 DIVA 29型
 〈2000年 9月 30日の新規登録〉
◇PI-765 GIN GLIDERS式 BOLERO XS型
◇PI-766 GIN GLIDERS式 BOLERO S型
◇PI-767 GIN GLIDERS式 BOLERO M型
◇PI-768 GIN GLIDERS式 BOLERO L型
◇PI-769 GIN GLIDERS式 BANDIT S型
◇PI-770 GIN GLIDERS式 BANDIT M型
◇PI-771 GIN GLIDERS式 BANDIT L型
◇PI-772 GIN GLIDERS式 BOLERO XL型
 〈2000年 10月 4日の新規登録〉
◇PI-773　SWING式CIRRUS2-Ｍ型
 〈2000年 11月 7日の新規登録〉
◇PI-774 アドバンス式 アルファ2-24型
◇PI-775 アドバンス式 アルファ2-27型
◇PI-776 アドバンス式 アルファ2-30型
◇PI-777 アドバンス式 BiBETA-2型
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JHFの役員選挙について JHF選挙管理委員会　委員長　宮野  周三

　前号に続き、社団法人を経営する役員が

選ばれる過程をお話します。

　フライヤーの皆さんも、この選挙にかか

わっているので、よく理解し積極的に参加

してください。

■役員選挙の流れ
　役員選挙は、「選挙公示」→「立候補受付」→

「書類審査」→「投票」→「開票」→「当選者確

定」という流れで実施します。来年3月のJHF

総会での役員選挙に向けて、時間を追って

説明しましょう。

１． 選挙公示

　2001年の年明け早々に、役員改選に関す

る案内を公に提示。この「公示日」は規約で

投票日のおおむね10週間前とされるので、

3月総会の日取りが見通せた段階で、案内を

出します。

　ここで「立候補締切日」と「立候補者公示

日」が明らかになります。正式の公示書類は

選挙権を持つ47都道府県連盟（JHF正会員）

に直接郵送しますが、同時にJHFの公式

ホームページに掲載するので、フライヤー

の方もすぐに見ることができます。

２． 立候補締切

　立候補の締切りは、だいたい2月の半ばか

ら月末に設定の予定です。JHFの役員である

理事または監事に立候補する人は、この日

までに所属する都道府県連盟の推薦を受け

て定められた書類を提出します。被選挙権

（立候補資格）は、選挙公示日にJHFのフライ

ヤー会員として有効であること（今回は日

本航空協会のフライヤー登録でも同等）が

必要です。また、都道府県連盟の推薦は、立

候補の時点で居住する地区連盟で受けても

らいます。

　後で説明しますが、JHFの定款で社団法人

の理事になれない立場の方が決められてい

るので注意してください（監事にはそのよ

うな制限はありません）。

　理事の資格要件を満たしていることも都

道府県連盟の推薦の判断に必要です。選挙

管理委員会では、推薦基準を文書にして各

都道府県連盟に配布します。「JHFの経営に

携わりたいが、自分が立候補できる立場か

どうか疑問がある」という人は、各都道府県

連盟と相談し、検討をしてください。

３． 立候補者公示

　立候補締切りの1～2週間後に設定。立候

補を受理した役員候補者全員を公に提示し

ます。

　立候補締切りから公示日までの間に、郵

送される書類の審査などが行います。この

時点で、立候補者の人数が理事および監事

の定員以下であった場合は、総会時の投票

は選挙ではなく信任投票に切替え、その旨

も同時に公示します。

　今回の選挙から、立候補者の氏名と所属

都道府県連盟に加え、顔写真と800字内にま

とめた「立候補文」を立候補者公示日にJHF

ホームページに掲載する予定です。

４． 投票

　3月総会の当日に行います。選挙権を持つ

のは47都道府県連盟（JHF正会員）です。

　役員立候補者が確定し立候補者公示を各

都道府県連盟に発送してから投票まで、約3

週間の余裕を持つことになっています。こ

の間に正会員は各組織会員の意見を集約

し、投票日に各都道府県連盟としての意思

を表明する1票を投じなければなりません。

　一般フライヤーの意見は、この過程で所

属する都道府県連盟に伝えることによっ

て、権利行使されることになります。このた

め選挙管理委員会ではホームページという

同時伝達性の高い手段を使うことにしまし

た。

　また、今回からは総会に出席できない正

会員の投票を不在者投票という形で受付け

ることになりました。選挙結果は即時集計

し、総会の会場で新役員が確定されます。

■JHF理事の資格要件
　前号でもお伝えしたように、JHFが社団法

人として文部大臣に認可を受けて活動して

いる以上、さまざまな権利とともに義務が

生じてきます。

　JHF総会機関がJHFの経営の執行を依託

する理事には、それ相応の資質と能力が求

められます。「ハング・パラグライディング

に対する熱意と情熱を持ち、JHFの目的であ

る、国民のスポーツとして広く普及と振興

のために働ける」ことが基本資質です。た

だ、それとは別に公益性を保つための禁止

事項があります。

　厳密には、JHF定款の第13条のうち、第3項

に規程されている「JHFの事業に関る営利を

目的とする企業の役員」は、理事を務められ

ないというものです。

　しかし、この規程の示す範囲が我々のス

ポーツ社会においてどこからどこまでを指

すのか、解釈が必要であり、JHFが法人化を

働きかけてきた頃からいろいろ検討され、

判断が示されてきています。選挙管理委員

会でも、それらを受けて過去に以下の判断

基準を設けてきました。

　　　　　　　　　＊

「JHFの事業に関する……企業」は、次の範囲

の事業と解釈します。

◇ハング・パラグライダーの機体やハーネ

スの製造または輸入および販売

◇ハング・パラグライディングの教習や施

設の管理

◇ハング・パラグライディングの専門誌の

発行

　「営利を目的とする企業」とは、商法・有限

会社法による営利法人と個人事業が該当す

るものと解釈し、個人事業（法格を持たない

事業）については次の通り解釈します。

◇主たる事業収入が上記事業であるもの

なお、臨時雇用生活者（アルバイターなど）

や自由業者※は、個人事業とみなしません。

※自由業者とは、個人が報酬、料金または謝

金により生計を営む者で、プロ選手、テスト

パイロット、歩合制外交員や販売員、著述業

等をさす。「企業の役員」とは、登記された役

員法人格を持たない営利事業の場合、事業

主を役員と読み替えます。

＊

　選挙管理委員会では、できるだけ選挙に

かかわる諸問題を透明化していきたいと考

え活動を続けています。公正で開かれた役

員選挙を行っていくためにも、フライヤー

の皆さん一人一人のご注目をお願いしま

す。

●意見を求む!!
　JHFフライヤー会員登録開始を機に、事務

局では会員へのサービスをより迅速に行え

るよう、また経費を軽減できるよう、フライ

ヤーの個人情報（住所、取得技能証など）をフ

ライヤー会員番号で管理するシステムを作

連絡ノート�

JHF
フライヤー�

りました。これで、技能証番号が会員情報管

理には不要になり、2000年6月以降発行の技

能証には番号を入れていません。しかし「番

号がないと不便だ」という意見が、最近多く

聞かれるようになりました。そこで、技能証

番号を復活させるか否か、多くの意見を聞

きJHF理事会で検討することに。あなたのご

意見をぜひお寄せください。番号復活に決

まれば、番号のない方には番号入り技能証

を再発行する予定。

　技能証のスクール一括送付についても皆

さんの意見を求めています。技能証はフラ

イヤー個人のものという考えから、また、事

務局の発送業務のスピードアップをはかる

ため、2000年6月から全技能証を個人発送し

てきました。しかし「スクール生に直接手渡

したい」と、教員からの要望が寄せられ、ま

た、技能証規程のなかで技能証申請を個人

が行うことについて明確でない部分があ

り、「技能証申請を行える者は誰か」という

点を明らかにする必要が出てきました。そ

のため、スクール一括送付をとりあえず復

活させ、意見を広く募り、規程見直しの参考

にすることになりました。

　ご意見は、JHF事務局にファクスまたは電

子メールでお送りください。

　FAX.03-5840-8312

　Eメール　jhf@skysports.or.jp

■2000年12月28日から2001年1月4日まで、JHF事務局は業務を休みます。
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●会長　川添　喜郎
　9月29日：横尾事務局長退職。局員全員でささや

かなお別れ会を行いました。10月4日～6日：社会保

険事務所、飯田橋職安で諸手続き。13日：理事会準

備。文部省へ調査書類の提出。16日：長谷川東京都

連理事長来局、応談。20日・21日：富山県黒部市へ。

第4回補助動力付PG日本選手権の開会式に出席。

黒部市、入善町のご協力、富山県連、地元の皆さん、

補助動力委員会の熱意で大会は大成功。本当にご

苦労様でした。24日：理事会。27日：日本航空協会杉

山部長、松田課長来局。航空団体調査に応じまし

た。夜、業界主催のPG懇談会に小林副会長と参加。

スクール業界の現況、JHFへの提案や貴重なご意

見を拝聴。30日：JASPAの「レジャー航空安全対策

委員会」に出席。レジャー航空に関するイベントの

安全対策に関する調査事項について討議。11月9

日：2001年度JHF事業方針（草案）を仕上げる。10日：

体力つくり国民会議（桜内良雄議長）に参加、省庁

再編による管轄・予算の説明、サッカーくじ補助金

の今後等の説明を受け、国に対する決議文を採択

しました。14日～18日：茨城県石岡市・八郷町へ。教

員研修検定会と教員更新講習会の開会式・閉会式

に出席。またスカイスポーツ教育論を講議。参加者

と直に話ができ、教習検定委員の方々とじっくり

意見交換もでき、とても有意義でした。4泊5日の会

期以前より、小野寺委員長はじめ委員の皆さん、本

当にご苦労様でした。15日：石岡市で理事会。教員

検定．更新講習会参加の皆さんと理事との意見交

換会があり、多くの有意義な意見をいただきまし

た。

●副会長　小林　朋子
　週3日事務局で仕事をしています。教員更新講習

会と教員研修検定会の準備や、多くの問い合わせ

／12月末日で有効期限を迎える教員・助教員への

更新通知／来年1月から新規登録の始まるHG・PG

のポイント登録の準備／その他来年度予算編成に

必要な資料作成など、事務局はこの時期、目が回る

ほど忙しいです。

　技能証は申請者へ送っていましたが、希望する

スクールまたは教員へは一括して送ることになり

ました。仕分け作業に時間がかかりますので、相当

工夫をしなければ発行が遅れます。頼もしいス

タッフと対応策を考えています。

●常任理事　朝日　和博
　いよいよ2001年度予算の編成作業が忙しくなっ

てきました。フライヤー会員登録制度が順調に進

んでいるお陰で、危機的な財務体質から抜け出す

ことができるようになりました。しかし、技能証申

請が相変わらず縮小してきています。新しい人が

減少していっているということは、将来に不安が

あることになります。貴重な財源を有効に活用し

て、望ましい姿になれるよう努力しなければなら

ないと考えています。皆様のお力添えをお願い申

し上げます。

●理事　岩間　雅彦
　11月14日～18日にJHF教員研修検定会が、同14日

～16日に同教員更新講習会が、茨城県石岡市の法

大総合グラウンド施設及びエアパークCoo、足尾山

NASA講習会場などのエリアを使用して開催され

ました．教員検定会は約30名、教員更新講習会も約

30名の参加者がありました。15日にはJHF理事会

が現地にて開催され、同日の夕刻には受検者、受講

者の方たちとの懇談会が行われました。教員更新

講習会は開催自体が初めての試みですが、教員検

定会についても今年度はビデオの事前配付など

色々と新しい試みがなされました。そのために、教

習検定委員の方たちには開催中はもちろんのこ

と、準備作業においても大変な努力をしていただ

きました。今年の成果を来年度の検定会、講習会に

生かして行きたいと思っています。

●理事　田中　美由喜
　11月14日～18日開催の、JHF教員研修検定会のサ

ポートをいたしました。

　今年は約30名の参加者があり、5日間という日程

の中実技フライトも充分行うことができ、充実し

た研修・検定内容だったと思います。また、教員の

更新研修会も行われ、参加義務がないにもかかわ

らず、30名の教員が全国から集まり研修をうけま

した。参加者全員と理事との懇談会も行うことが

でき、意見交換が活発にされました。JHFのこれか

らの活動を活発に行うためにも、今回の試みはこ

れからも必要と思いました。

●理事　松田　保子
　10月31日に広報出版局会議。来年度の事業とし

てどんなことをすべきか、JHFレポートの内容は

どうするか、JHFホームページを飛んでいない人

にもフライヤーにも、もっと活用してもらうため

にはどうしたらよいか、話し合いました。いつもの

ことながら、情報を正確かつ迅速に伝えることの

重要さを一同再確認。

JHF理事は、それぞれが担当する事業が滞りなく進行するよう、さまざまな仕事
をしている。
9月下旬から11月下旬までの活動内容を各理事に報告してもらおう。

事 活 動 報 告理

理�事�会�ダ�イ�ジ�ェ�ス�ト�

◆10月24日理事会

　2000年10月24日（月）13時30分～18時　場所：

JHF事務局会議室　出席：川添喜郎、小林朋子、朝

日和博、岩間雅彦、田中美由喜、星野納、松田保子、

松永文也各理事、宮川雅博監事　欠席：関谷暢人、

横尾和彦、渡邉敏久各理事、坂本三津也監事　議

長：朝日和博

■ジャパンリーグ・SPS・XCリーグ（パラグライ

ディング）の登録について審議

　PG競技委員会・曽我部委員長が提案の説明のた

め出席。2001年1月より始まる2001年度ジャパン

リーグ登録費にFAIスポーティン グライセンス登

録費を含めるという案について検討。賛成7、反対

0、棄権0で可決。ただし、すでにスポーティングラ

イセンスを持つ人への対応、事務手続き方法につ

いては、HG競技委員会と調整の上、次回理事会に

提案することを確認。また、SPS・XCリーグの登録

費を無料にして事前登録制度を廃止するという案

について、賛成7、反対0、棄権0でこれを承認。

■技能証申請料の値下げについて審議

　岩間・星野より2001年度予算編成に組み込む技

能証申請料の値下げについて提案があったが、減

収入がJHFの運営にどのように影響するか不確定

であることから「技能証申請料を値下げする方針

とする」という案についてのみ審議。賛成5、反対1、

棄権1で案を承認。ただし、値下げ額と値下げ時期

は継続協議とすることを確認。

■2001年度HG日本選手権開催について審議

　2001年ハンググライディング日本選手権を3月

18日～24日に板敷エリアで開催したいという立候

補が茨城県ハング・パラグライディング連盟より

あり、賛成7、反対0、棄権0で立候補届けのとおり開

催することを決定。会計年度では2000年度中の開

催となるため、必要な予算を今年度予算の補正予

算を組んで確保すること、及び2000年の岩手にお

けるHG日本選手権並みの金額とする方針を合わ

せて決定した。

■平成12年度「レジャー航空安全対策調査委員会」

委員推薦について

　（財）日本航空協会より標記委員会の委員推薦依

頼があった。推薦期限が迫っていたため、とりあえ

ず川添の名前が提出されている。川添を委員とし

て推薦することを賛成7、反対0、棄権0で承認。

◆11月15日理事会

　2000年11月15日（水）13時30分～21時　場所：法

政大学石岡総合体育施設（茨城県石岡市）　出席：

川添喜郎、小林朋子、朝日和博、関谷暢人、岩間雅

彦、田中美由喜、松田保子、松永文也、横尾和彦各理

事、宮川雅博監事　欠席：星野納、渡邉敏久各理事、

坂本三津也監事　議長：関谷暢人

＊17時～19時は教員研修検定会・教員更新講習会

の参加者との懇談会に出席し、20時から協議継続。

■2001年度事業方針案について審議

　川添より「2001年度（社）日本ハンググライディ

ング連盟事業方針」と「事業の重点と具体的施策」

の草案が出された。原案に追加・修正することを条

件に、賛成7、反対0、棄権1で原案を承認。12月理事

会に事業方針案を提出することを確認。

■2000年度セフティセミナー開催について審議

　田中から提出されたセフティセミナー（DHVか

ら講師を招く）実施案について審議。提出された文

書の中の一部不正確な表現と本提案には関係ない

説明を削除することを条件に採決。賛成8、反対0、

棄権0で原案を承認した。

■技能証のスクール一括送付の復活について審議

　制度（技能証規程）の問題点を明確にしてから技

能証のスクール一括送付を復活させることについ

て検討。制度の見直しは後に回し希望するスクー

ルへは一括送付を復活させることを、賛成8、反対

0、棄権0で承認。規程整備期限を2001年8月末日と

し、アンケート調査を行い多角的に意見を求める

という案が出され、賛成7、反対1、棄権0で付帯決議

として承認。アンケート方法は、正会員・教員へ郵

送、JHFレポートとホームページに掲載すること

を確認。

■技能証番号復活について

　アンケートをとり広く意見を求める、という意

見が出され全員で了解した。アンケートをとる方

法として、正会員・教員へ郵送、JHFレポートと

ホームペー ジに掲載すること、締め切りは1月末

日とすることを確認。この件を継続審議事項とし、

アンケートの結果を参考にすることを確認した。
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パ�ラ�グ�ラ�イ�ダ�ー�今�昔�パ�ラ�グ�ラ�イ�ダ�ー�今�昔�物�語�物�語�
第五話　CORRADO 栗山 公秀�

懐かしのあの機体、忘れられないこの機体、
日本のパラグライディング史に名を残す翼、再登場。

　2000年も残すところあとわずかとなりま

した。皆さんにとってどんな年でしたか。初

めてのフライト、初ソアリング、コンペ初参

戦等、いろんな人がいるでしょう。

　コンペでは世界の舞台で日本人が大活躍

した年でした。

　ここで注目したいのが僕の地元エリアの

インストラクター、水沼典子嬢。3月、ブラジ

ルでのパンアメリカンカップで堂々の女子

1位、更に日本選手権でも女子1位と、今年の

活躍は目を見張るものがありました。

　頭脳明晰、冷静沈着、しかも美人（加えて

アルコールに滅法強い）。僕と同じ日にパラ

を始めた彼女、2001年もきっと活躍してく

れることでしょう。期待しているぞ。

　今回紹介するのは1990年頃お目見えした

オーストリアのプロデザインのファースト

グライダーCorrado（コラード）。初級機とし

てだけでなく、初心者からサンデーフライ

ヤーまでを対象にした、当時としては進ん

だコンセプトの機体でした。一見したとこ

ろ何てことない翼形ですが、これがなかな

か凝った機体なんです。

　アスペクト比を抑えて緩やかに翼端を

絞った翼形は、穏やかな印象を受けます。し

かしよく見るとエアインテークが何とふた

つついているじゃありませんか。通常のエ

アインテークと平行してもう一列、翼下面

中央部にエアインテークが存在します。

　ライズアップ時は翼下面は正面を向くわ

けで、ここから空気が効果的に入るので

しょう。タッキングを喰らってエアイン

テークが潰れても、素早いリカバリーが期

待できそうです。

　もちろん翼下面のしかもリーディング

エッジ寄りにこーんな大穴があいてたん

じゃ剛性不足で泣くでしょうから２ndイン

テークはメッシュでばっちり補強済みで

す。さらにエアインテークは翼端のみメッ

シュクローズ化されています。たしか2本ラ

イザーでした。

　現在の目で見れば、適切なエアインテー

クの位置と大きさで設計すれば2個も必要

無いと言えるだろうし、翼端のメッシュク

ローズにしたって翼端の重量増につながる

わけで、テクノロジーが確立されてなかっ

た当時の過渡的な設計と片付けてしまえば

それまででしょう。しかし！ 一つ忘れてはい

けないのが、このグライダーが初心者をも

対象にした機体であるということ。

　この頃、性能向上を目指してあらゆる手

法が試みられました（この時期のパラグラ

イダーの進化をカンブリア大爆発に例えた

のはジェネスの松永氏だが、的を得た表現

だと思う）。バテンを入れたもの（アスリート

やジェネー）、エアインテークがなくなっ

ちゃうもの（トリエールやサフィー）。それら

は純粋に性能向上のみを目指したもので、

代償として複雑な取り扱いやシビアな操作

をパイロットに要求しました。

　コラードは違います。それはコラードが

あくまで初級機であるということに尽きま

す。２ndインテークは安全のためのデバイ

スなのです。

　何が言いたいのかというとつまり「こん

なに凝ったファーストグライダーがあった

か」ということ。この辺にプロデザインの物

作りのこだわりが感じられるんですねー。

　上級機AirBowが（当時としては）普通の

メッシュクローズエアインテークであった

ことがそれを裏付けています。

　各メーカーとも似たようなデザインに落

ち着いてしまった現在のファーストグライ

ダーですが、昔はこんな個性的なファース

トグライダーがあったのです。

栗山公秀（くりやままさひで）
　初フライトは1987年7月、それ以来パラに
はまる。コンペにも参加していたが今は月1～2
日程度のマンスリーフライヤー(とほほ)。ホーム
エリアはスカイパーク宇都宮。現在二児の父。
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教員研修検定会・更新講習会が無事終了。
次回に向けてあなたの意見を。
　2000 年度教員研修検定会が無事終了し

た。11月14日から18日まで、茨城県石岡市・

新治郡の会場で、29名の助教員が研修に参

加し、飛行実技（模範飛行）・教習実技・学科

の各検定を受けた。検定合格者は、2001年

はじめから教員として活動を始める予定。

新教員の面々にぜひエールを。（検定合格者

は次号に掲載。）

　今回は新しい試みとして、JHFでは初め

ての教員更新講習会もあわせて開催。主に

技能証の更新時期を迎える教員を対象に

行ったもので、参加は自由で、更新の義務で

はなかったが、全国から30名の教員が参加

し、熱心に新しい知識を吸収した。

　参加者は「有意義な体験だった」と口を揃

えていたが、「5日間連続の検定では参加で

きない人もいる」「更新講習会への参加は将

来も義務付けるべきではない」「会場を一ケ

所ではなく、いくつかのエリアで開催して

ほしい」等の意見も聞かれた。

　教習検定委員会では、来年度の研修検定

会や講習会に向けて計画を練り始めてお

り、よりよい形で実施するために、フライ

ヤーの意見を求めている。

　ご意見はJHF事務局までファクスか電子

メールで。FAX：03-5840-8312　Eメール：

jhf@skysports.or.jp
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　　2000デサントバードマンカップ
　　獅子吼大会
2000年10月13日～15日

石川県石川郡鶴来町・八幡町　獅子吼高原

［総合］

1位　波多野康雄 兵庫県  1756.2点

2位　平林　和行 茨城県 1633.0点

3位　高橋　陽一 群馬県  1623.7点

4位　岡田　伸弘 静岡県  1543.5点

6位　山本　　貢 茨城県 1401.5点

［女子］

1位　岡田　明子 静岡県 1283.2点

2位　福田　佳代 茨城県 568.1点

3位　高橋恵理子 群馬県 389.2点

★連日、雲が多く日射も弱いものであった

が、約8km幅の山脈沿いには安定したリフト

帯が発生し、これを利用したタスクが組ま

れた。初日は、デサント2連覇の波多野選手

が安定した飛びを見せ、ファーストゴール。

続いて高橋、氏家選手らがほぼ同時にゴー

ル。その後、岡田選手の計4選手がフィニッ

シュを決めた。2日目はフォローによるキャ

ンセル。最終日、ゲートオープン後コンディ

ションが低下し、牽制ムードとなる中、初日

ノーゴールに終わった平林選手がコンディ

ションの好転を読み、果敢にテイクオフ。

ファーストゴールを飾る。初日トップの波

多野選手はやや遅れながらも無事ゴールを

決め、大会3連覇を飾った。女子の部では、岡

田選手が連勝、総合8位の強さを見せた。

［記：金子外幸］

　　ジャパンリーグ・スキージャム勝山
2000年10月14日・15日

福井県勝山市　スキージャム勝山

［総合］

1位　扇沢　　郁 富山県 1000点

2位　川口　竜太 静岡県 934点

3位　加藤　　豪 兵庫県 916点

4位　蔀　　哲行 兵庫県 914点

5位　岩山　朋晴 静岡県 822点

6位　水沼　典子 栃木県 819点

★初日。午前中はエリア全体良い条件。サー

マルも豊富で、ビッグタスクが期待できた。

ゲートオープン後、前半は良かったが次第

に高層雲が張り出してきて、レースは厳し

いものに。渋い中、ジリジリと駒を進め、少

しでも前に出せたものがゴールまで届いた

といった感じだった。2日目は雲が厚く、ダ

ミーも一人として上げることができず、12

時にキャンセルが発表され、大会は幕を閉

じた。 ［記：堀　幸雄］

　　2000しらたか町長杯
　　しらたかパラグライダーカップ
2000年10月21日・22日

山形県　しらたかスカイパーク

［総合］

1位　扇沢　　郁 富山県 1000点

2位　大野　健治 山形県 957点

3位　山下　慎吾 埼玉県 939点

4位　西ヶ谷一志 埼玉県 899点

5位　宇治山　寛 富山県 809点

［女子］

1位　水沼　典子 栃木県 773点

2位　神山　和子 茨城県 367点

2位　岡部　奈奈 山形県 367点

2位　田中美由喜 東京都 367点

★初日は、少々風が強かったのものの、天気

に恵まれグッドコンディションでした。

ゴール者はいなかったのですが、多くの選

手がミニマムをクリアして見事成立。2日目

は、朝のうちはよかったのですが、時間とと

もに渋くなったり、突然に、一瞬だけ良く

なったりと不安定。結果、粘った人が上位に

なったのですが、競技としては不成立。大会

としては成立しました。しらたかの大会は4

年連続で成立！成功確立100%!!今年は、パー

ティも焼肉バイキングレストランを借り

切ってやりました。大変な盛り上がりを見

せていました。来年は日本選手権inしらたか

をよろしくお願いします。［記：岡部奈奈］

　　第7回大鹿PGフェスタ2000
　　（SPSクラス）
2000年10月21日・22日

長野県大鹿PGエリア

［総合］

1位　真鍋　　務 大阪府 1000点

2位　鈴木　信吾 愛知県 930点

3位　上田　美和 静岡県 831点

4位　西崎　恭子 静岡県 420点

5位　角田　尚久 三重県 332点

5位　二谷　義則 岐阜県 332点

★今回、SPSクラスは参加者25名と少なめで

はあったが、隣接する鳥倉エリアにて、エキ

スパート・オープンのローカル大会を同時

開催していた為、合わせて53機のパラが広

い空域を舞った。初日は明け方近くまで雨

が残った影響もあり、条件に恵まれず不成

立に終わったが、2日目はまずまずのコン

ディションに恵まれ、なんとか大会は成立

した。しかし、ゴール者が少なかったことに

パイロンの設定の反省点も残る。

［記：小嶋　洋］

　　米・こめカップ2000
2000年10月28日・29日

福島県熱塩加納村　エアパーク三ノ倉高原

［エキスパート］

1位　野呂　哲也 茨城県 900点

2位　中田　孝宏 茨城県 831点

3位　竹石　正一 埼玉県 828点

4位　入澤　幸夫 群馬県 816点

5位　柏倉　恵美 山形県 808点

6位　岩間　保之 福島県 782点

● 大会報告 ●@sky
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［オープン］

1位　籾井　千穂 東京都 1363点

2位　大槻　賢治 三重県 1189点

3位　根岸　真之 福島県 1105点

★オープンクラス13名、エキスパートクラ

ス46名で行われました。初日は高気圧に覆

われ、晴れの予報だったのですが、上層に雲

が張り出し、渋い条件となってしまいまし

た。そんな中、エキスパートクラスはセット

タイム60分・シークレットパイロン4ヶ所

と、厳しいタスクだったのですが、50分以上

をクリアした選手が数人いました。今年は

大豊作で、商品のおいしいお米が参加者全

員に配られ、紅葉の三ノ倉を楽しんでいた

だきました。 ［記：昆野克巳］

　　2000阿波の国四国三郎
　　パラグライダー大会
2000年11月3日～5日

徳島県美馬郡美馬町四国ハンググライディ

ングサイト周辺

★初日、厚い雲に覆われて競技が出来ず、

キャンセル。フリーフライトとなった。2日

目は、朝から晴れているものの湿度が高く、

逆転層も低い。競技を開始したが上昇する

のはテイクオフポイント周辺だけで、距離

が伸ばせず不成立となった。そして3日目も

また、昼まで厚い雲に覆われてウェイティ

ング。午後になり天気は回復したものの、

20kmのタスクをこなせる上昇はなく、結局

この日も不成立となり、大会は終了した。

［記：高木弘志］

　　2000年度全国学生
　　パラグライダー選手権
2000年11月3日～5日

山形県南陽市十分一山　南陽スカイパーク

★うーん、ザンネン!!　今年のパラ学生選手

権は天候不良のため、不成立に終わってし

まいました。オープンクラスは2日とも競技

ができ、筑波大の古田選手が1位に輝きまし

た。参加選手は63名、北は弘前大学から南は

熊本大学、さらにはお隣の国、韓国からも参

加があり、大変にぎやかな大会となりまし

た。

　そうそう、学生チャンプを決めるため、3

月頃にどこかで学生大会を開く予定です。

学生フライヤーのみなさん!!また、その時に

会いましょうね! ［記：藤木美穂］

�PG

�PG

学生PG選手権より。残念ながら不成立。
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笑いと涙（？）の大空体験、大胆告白！
新世紀第1弾の記念すべきお題は

｢最近私、～なんです。｣

◇僕、最近バイトがキツイんです。
　僕は今ハングをやっていて、新しく上級

機に乗りたくなりました。中古を探してい

たのですが見つからず、新品を買うことに

したのですが、なんと値段が3930ポンド。日

本円にして約630,000円という驚きの値段で

す。しかしどうしても欲しいので、交通量調

査やバスでのアンケート配布、英会話のジ

○スのポスター貼り、海底ケーブルの巻き

取りといった堅実なアルバイトでお金を稼

いでいます。目指すべき目標があるので、き

ついバイトも楽しいです……と考えられる

ようになる自己催眠法はどこで学ぶべきな

のでしょうか。

ペンネーム：最近脂肪が気になります

◇最近、飛んでません。
仕事が忙しくて……。飛びたーい!!課長！有

休くださいよ!! ペンネーム：社会人1年生

◇Ａａａ！Ｈａａ！
　最近、僕のまわりではシャウトするのが

流行ってます。

・テイクオフする時。（カッコよく叫ぶには

タイミングが難しい。）

・テイクオフ上空で。（500ｍ上空から届くこ

とが判明。）

・サーマルで一緒になった仲間と。「イィー

ヤッホー！（最近どうなの？）｣｢ィヤーッ

ホー！（ここだけの話だけど……。）｣あまりに

流行り過ぎて、テイクオフする時、シャウト

する事に気を取られてスタチンしそうにな

る練習生が続出したため、｢シャウトはP証

以上｣と言うルールができてしまった。先週

聞いた話だが、今度パイロット検定の項目

にシャウトのカッコよさが入るとか入らな

いとか……。ペンネーム：もうすぐ坊主♪

◇最近、寒くて寒くて……。
　夏用のグローブでは、もうだめですね、さ

すがに。先週の日曜日、コンディションすご

く良くて、1000mもゲインできたのですが、

ペラペラのグローブで、あっという間に手

の感覚がなくなってしまいました。あまり

の寒さ、というか痛さに急いで降りてきた

ら、手がカチンカチンに。水がとっても熱く

感じるぐらいでした。ほんとに凍傷になる

かと思いました。寒かった寒かった……。

ペンネーム：きょろちゃん

◇パンダちゃん。
　僕、最近……と言うより、夏からずっと

（記憶に無いだけで下手すると1年中だった

かも）パンダなんです。僕の愛用している

サングラスはレンズが大きく、紫外線をほ

とんどカットしてくれるカッコイイやつ

です。しかし、そのおかげで日焼けの跡が

……。イントラは言ってくれます。｢たくさ

ん飛んでる証拠。勲章だよ。｣ただし、この

勲章は街に行くとスノボの勲章に見える

らしい。パラもまだまだマニアックスポー

ツなのかなぁ……。

ペンネーム：僕の携帯は黄／紫

■次回のお題は「こうして私は空の世界と
出会った」です。

　カレンダーの写真の風景のなかで飛ん

でみたくて……とか、アホウドリの気分を

知りたかった……とか、学校の先輩にだま

されて引きずりこまれた……とか。期待し

てます！

＊

　このコーナーでは、お題にそった皆さん

の体験談をお待ちしています。笑える話、

ホロリとくる話、ビックリする話、大歓迎。

200字程度の文章にして、Eメールまたは

FAXでお送りください。ペンネーム、氏名、

住所、電話番号、Eメールアドレスも忘れず

に書き添えてください。作品採用の方に

は、ささやかなプレゼントあり！

Eメール:koho@jhf.skysports.or.jp

FAX.03-5840-8312

｢JHFレポートお題はなあに係｣まで。

　次回の原稿締切は1月15日です。なお、文

章の主旨を変えずに編集させていただく

ことがあります。

HG
　　第17回あぶくま洞オープンカップ
　　ハンググライディング大会
2000年11月11日・12日

福島県田村郡滝根村　仙台平エリア

［総合］

1位　高橋　元樹 茨城県 2000点

2位　北野　正浩 千葉県 1299点

3位　斎藤　　剛 山形県 1204点

4位　菊地　和美 茨城県 1185点

5位　飯島　八三 福島県 1043点

6位　小島　悠司 神奈川県 1010点

★大会当日の天気予報が最悪であり、大会

の成立が心配されたが、どうにか2日間とも

飛ぶことができました。今回も何とか選手

に喜んでもらえたと思います。仙台平の大

会も、第1回1979年から数えて、通算21回目を

開催することができました。参加選手の減

少と固定化が気になります。今回初めてク

ラス2の大会も行いました。参加の呼びかけ

が遅かったこともあり、機数が3機と、寂し

い大会になりましたが、来年度以降もやっ

ていきたいと思います。私は、シャカリキに

なって飛ぶばかりが大会だとは思いませ

ん。仙台平はこれからも一般パイロットに

楽しんでもらえる大会にしたいと考えてい

ます。 ［記：佐藤香邦］

　　新人戦2000
2000年11月18日・19日

山形県南陽市十分一山エリア

［総合］

1位　永光　秀明 千葉県 2530.5点

2位　下平　武彦 茨城県 2408.0点

3位　永井　洋平 東京都 2310.0点

4位　山崎裕一郎 千葉県 2268.5点

5位　旗野　裕亮 神奈川県 2152.5点

6位　大部　義之 神奈川県 2151.5点

6位　田中　　裕 神奈川県 2151.5点

8位　杉山　　尚 東京都 2132.0点

［女子］

1位　山田由紀子 静岡県 2100.0点

2位　小川　亮子 東京都 1287.0点

3位　星埜　明子 東京都 1267.5点

★毎年、初山頂飛行から1年以内の学生新人

フライヤーたちが、テイクオフとランディ

ングの精度という基本技術を競う新人戦が

今年も開催された。今年から始まった学生

リーグの第2戦でもある今大会に集ったの

は、関東の19選手。1日目は大雨と強風で

キャンセル。2日目は好コンディションとは

言えないものの全員テイクオフでき、大会

は成立。優勝の永光選手は2本とも素晴しい

離着陸を見せた。 ［記：牧野祐一］

HG

　三重県伊勢市・鳥羽市での第25回パラ

シューティング世界選手権にあわせ「みえ

スカイフェスタ2000」が開催され、10月1日か

ら22日までの土・日・祝日に、クレーン吊り下

げによるハンググライダー体験と、人力

トーイングによるパラグライダー体験を実

施しました。702名が体験し大喜び。スタッ

フ（近在クラブに協力いただきました）は重

労働でしたが、参加者の笑顔に疲れも忘れ

ました。

　私たちのホームエリア、スカイラインは

99年春に開設されたばかり。美しい伊勢志

摩国立公園を眼下にフライトしませんか。

資料希望者はFAXでご連絡を。

　スカイレンジャー三重　森川雅也

　事務局TEL/FAX.0598-56-4230

みえスカイフェスタ2000で
HG & PG体験
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登録年数�

�
技能証種類�

10月の�
発行数�

11月の�
発行数�

11月30日まで�
の発行数累計�

P証� 7(1) 9(2) 4,910
C証� 11(1) 4(0) 6,878
B証� 24(3) 25(9) 11,491
A証� 25(4) 27(9) 11,901
補助動力証� 0 0 126
XC証� 4(0) 5(1) 1,132
タンデム証� 0 0 33

ハンググライディング�

�
技能証種類�

10月の�
発行数�

11月の�
発行数�

11月30日まで�
の発行数累計�

P証� 106(26) 58(12) 18,875
NP証� 118(29) 89(27) 9,537
B証� 162(52) 116(29) 40,674
A証� 283(98) 163(53) 44,499
補助動力証� 0 0 919
補助動力NP証� 0 0 66
補助動力B証� 2(0) 1(0) 129
補助動力A証� 0 1(0) 158
XC証� 42(8) 17(2) 3,790
タンデム証� 36(1) 13(2) 415

パラグライディング�

10月の登録数�11月の登録数�有効登録数�9月30日までの登録数�
1年� 992 595 7,9706,383
3年� 658 350 5,4074,399
合計� 1,650 945 13,37710,782

11月30日までのフライヤー会員登録数�

10月・11月の技能証発行数�

＊（　）内の数字は発行数中の女性の人数です。�
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　苗さんは現在高校3年生。小学生の時、

おじいさんに海岸のエリアでタンデムし

てもらったことをきっかけに、中学生に

なってパラを本格的に始めました。実は、

苗さんに影響され、お姉さんの里さんもパ

ラを始めて、同時にP証取得となりまし

た。よく通っているエリアは高知県の高岡

エリア。師匠は苗さんたちのおじいさん

（松本晴治さん）。エリアに行く時は、いつ

も一緒です。おじいさんは、苗さんが飛ん

でる時は、いつも見ていてくれます。そん

なおじいさんを苗さんは、とても尊敬して

います。早く上達して、おじいさんと一緒

に飛びたい。そして、初めてタンデムして

もらった、海辺のエリアで3人一緒に飛び

たい。これが、苗さんの夢だそうです。パラ

も受験勉強もがんばってください。

右が久保苗さん。お姉さんの里さんと。 特別出演、松本晴治氏。

空のかお
その35

パラグライディング
10.4 岩澤　秀和
10.4 鈴木　　清
10.4 笠原　浩美
10.4 石田　義彦
10.4 堀川　則雄
10.4 瀬戸口裕郎
10.4 田辺　利久
10.4 上野　正隆
10.4 村上　恭子
10.5 太田　昌宏
10.5 平尾　綾子
10.5 乙黒　智子
10.5 浅見　和秀
10.5 浅見千加世
10.5 高田　征広
10.10 高野　康彦
10.10 福元　一弘
10.10 新藤　　敦
10.10 中山登美子
10.10 鈴木　　潔
10.10 大坪　洋美
10.10 柳田　高徳
10.10 渕上　　厚
10.11 久保　裕民
10.11 熊谷　和也
10.11 田中　俊久
10.11 浦壁　義孝
10.12 岡本　　漸
10.12 杉田眞利子
10.12 松山　　清
10.12 宮脇　一葉

10.12 小川　　操
10.12 田中　英之
10.16 笠原　成晃
10.16 高橋　勝正
10.16 山田　悦子
10.16 高須　美佐
10.16 光安　修治
10.17 吉岡　孝一
10.17 冨高　義夫
10.17 清水　賢一
10.18 手塚　一夫
10.18 杉本　宣郁
10.18 茂野　　稔
10.18 反町　義春
10.18 赤瀬　陽子
10.18 中西　　茂
10.18 久保　　里
10.18 久保　　苗
10.18 西山　英雄
10.18 南場　豊子
10.18 南場友紀子
10.18 川田　明雄
10.18 小坂　　昌
10.18 高木　宏寿
10.19 松島　俊夫
10.19 杉江　　傑
10.20 竹中　　徹
10.20 湊　　伸介
10.20 菊池　克久
10.21 後藤　健元
10.23 小野　雅彦

10.23 貝沼ひと美
10.23 貝沼　広志
10.23 瀧田　國博
10.23 村上　憲市
10.23 油家　弘美
10.23 小椋　洋一
10.24 岡山　裕行
10.24 小野　晶子
10.24 松浦　雄司
10.24 神谷　博行
10.24 石川　真弓
10.24 佐渡まゆみ
10.26 多田浩一郎
10.26 石原　康則
10.26 弥永　裕久
10.26 森　　達也
10.26 東　　聡彦
10.26 野間正太郎
10.26 津ヶ谷守言
10.30 斉藤　洋子
10.30 中西　康裕
10.30 谷　　拓郎
10.30 佐竹　　尚
10.30 森岡　英之
10.30 安土　健二
10.31 小山幸次郎
10.31 飯塚　淳一
10.31 李　　政秀
10.31 作本　眞章
10.31 稲生　　剛
10.31 小枝　建爾

ハンググライディング
10.5 b岩　　誠
10.10 前田　辰彦
10.10 久下　秀隆
10.24 彦坂　信五
10.30 村井由香利
10.31 春木眞一郎
10.31 塩野　益男
11.2 西 　三郎
11.7 及川　弘樹
11.14 矢野　和彦
11.17 畑　　千絵
11.22 堀内　正弘
11.27 野呂　文人
11.27 黒図　奈々
11.27 原田祥太朗
11.30 澤田　成臣

10.31 藤澤　順次
10.31 熊谷　則勝
10.31 嶋岡　幸子
10.31 青木　　潤
10.31 栗木　信美
10.31 栗木美津世
10.31 近藤　雅洋
10.31 中井美智子
10.31 溝口　達也
10.31 田口　英雄
10.31 大谷　幸一
10.31 早川　進治
10.31 田口　恵一
10.31 小寺　初美
11.2 小林　政樹
11.2 千品　早苗
11.2 鈴木　隆文
11.2 林　　　眞
11.7 豊福　敏之
11.9 今田　良一
11.9 安仲　恵二
11.9 片山　　悟
11.9 土橋　　誠
11.9 今宮　紀子
11.9 小田　徳昭
11.9 中川孝一郎
11.10 中村　年雄
11.10 黒田　　修
11.10 綾　　好文
11.10 富山　裕美
11.10 笹田　成美

11.10 八畑　政良
11.13 杉山　芳孝
11.14 薮下　敏美
11.14 神山　知宣
11.14 井上　元気
11.14 福澤　　覚
11.14 上田　博昭
11.14 川上裕次郎
11.14 石村　　学
11.14 土橋奈緒美
11.14 坂田　　晃
11.14 内田　忠男
11.15 安福　文雄
11.16 鈴木　　栄
11.16 根岸　真之
11.16 佐々木太一
11.17 川原　直紀
11.17 宮谷真次郎
11.17 金沢　　貴
11.17 岡崎　真次
11.17 宇野　勝盛
11.21 石志　和彦
11.21 石志すま子
11.21 厚田　静男
11.21 籾井　千穂
11.21 福尾　哲洋
11.22 井形　幸司
11.22 山口　一久
11.22 明石　芳恵
11.22 後藤　健治
11.22 山口　忠生

10月・11月のパイロット証取得者� （敬称略　数字は認定日）�

11.22 高木　奈穂
11.22 青柳　友広
11.22 船水　信徳
11.27 遠藤　　守
11.27 清水　盛一
11.28 衣袋庄三郎
11.28 井口　真紀
11.28 中井　啓仁
11.29 西原　美鈴
11.29 三谷　明美

久保　苗さん
（くぼ　　なえ）


